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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】鑑識や交通事故処理等に際し、目的物を見落と
しなく発見し易くした携帯型照明装置を提供する。
【解決手段】電池２１を収容する筒状ケース部２の先端
に光源３０となるＨＩＤランプを有する照明部３を設け
た照明装置本体１を備え、本体１は照明部の投光面３４
を横方向に向けた姿勢で本体１を所望の設置面に設置さ
せる台部４を備える。台部４は、投光面３４から照射さ
れる光１１の投射方向を上下方向に調整して本体１を設
置面に設置する調整機構５を備え、照射対象面に対する
光１１の入射角を調整できるように構成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも電池を収容する収容部を有する筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡
を有し、前記ケース部の先端部に設けた照明部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設
けられ、前記照明部の投光面を横方向に向けた姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させ
る台部とを備えた携帯型照明装置であって、
　前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整機構を
備えていることを特徴とする、携帯型照明装置。
【請求項２】
　少なくとも電池を収容する収容部を有する筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡
を有し、前記ケース部の先端部に設けた照明部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設
けられ、前記照明部の投光面を横方向に向けた姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させ
る台部とを備えた携帯型照明装置であって、
　前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整機構を
備え、
　前記調整機構は、前記台部の後端面に固定して設けたガイド部と、このガイド部にガイ
ドされて上下方向に摺動自在に設けた可動脚板部と、この脚板部を任意の位置で解除自在
に前記ガイド部に固定する固定手段とを備えている
ことを特徴とする携帯型照明装置。
【請求項３】
　少なくとも電池を収容する収容部を有する筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡
を有し、前記ケース部の先端部に設けた照明部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設
けられ、前記照明部の投光面を横方向に向けた姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させ
る台部とを備えた携帯型照明装置であって、
　前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整機構を
備え、
　前記調整機構は、
　両側縁を平行に形成したガイド板を有し、この板の一方の面を前記台部の後端面に当接
して前記台部に固定して設けたガイド部と、
　前記板の下端部側における略中央部に位置させて、前記板の外側方向へ向けて略直角に
突設した所望長さのネジ棒と、
　両側縁に前記板の両側縁と摺動自在に係合する案内用の係合片を形成した摺動板に、前
記ネジ棒と対応する部位に位置させると共に前記板の側縁と平行方向に向けて形成したネ
ジ棒挿入用の長孔を備え、前記ネジ棒に前記孔を挿入すると共に前記両係合片を前記ガイ
ド板の両側縁に係合して設けた可動脚板部と、
　前記ネジ棒に螺合して設け、締め付けることにより前記脚板部を前記ガイド板に固定す
るナット部材とを備えている
ことを特徴とする携帯型照明装置。
【請求項４】
　前記ナット部材が蝶ナットであることを特徴とする、請求項３に記載の携帯型照明装置
。
【請求項５】
　前記光源はＨＩＤランプで構成されていることを特徴とする、請求項１ないし４のいず
れかに記載の携帯型照明装置。
【請求項６】
　前記照明装置本体は取っ手を備えていることを特徴とする、請求項１ないし５のいずれ
かに記載の携帯型照明装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本考案は、携帯型照明装置、特に、例えば、鑑識、交通事故処理等の際に使用する携帯
型照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、鑑識、交通事故処理等の際には、微物，足跡，タイヤ痕，塗料片，毛髪などの
発見のために、夜間においては懐中電灯などの携帯型照明器を一般に使用している。この
種の携帯型照明器は、その用途上からして、市販の一般的な懐中電灯などに比べて高輝度
、かつ、大きな照度で投光できる高視認性のものが好ましい。
【０００３】
　そこで、上記点を考慮して、光源としてメタルハライドランプ（ＨＩＤランプ）を採用
した携帯型照明装置が提案されている。
【０００４】
　例えば、特開２００１－２６６６３６号公報には、電池とスイッチを有する本体ケース
の先端に、ＨＩＤランプ（ＨＩＤバルブ），反射鏡，レンズなどを有するヘッドケースを
備えた携帯型照明装置が開示されている（特許文献１参照）。この特許文献１の携帯用照
明装置（以下、「先行装置」という）によれば、高輝度かつ、大きな照度で太陽光に近い
白色の光を投射するので、視認性を向上する。したがって、例えば、鑑識、交通事故処理
等に際し、目的の道路や床などに先行装置を横向き姿勢（投光面を横方向に向けた姿勢）
で設置し、横方向（略水平方向）に光を照射することにより、微物，足跡，タイヤ痕、塗
料片，毛髪等を発見することができる。しかし、先行装置は、これを横向き姿勢で設置面
に設置する構成を具備していない。
【０００５】
　ところで、鑑識や事故処理等を行う場合、現場の諸般の状況等により、道路の表面や床
面等、光の照射対象面に対する投射角度（入射角）を上下方向に調整することにより微物
や足跡その他の目的物を発見し易くなる場合が多くある。しかし、先行装置においては、
上記のような技術的な考想は開示されていない。
【特許文献１】特開２００１－２６６６３６号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　本考案は上記のような実情に鑑みてなされたもので、目的物を見落としなく発見し易く
した携帯型照明装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本考案のうち、１つの考案（第１の考案）は、少なくとも電
池を収容する収容部を有する筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡を有し、前記ケ
ース部の先端部に設けた照明部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設けられ、前記照
明部の投光面を横方向に向けた姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させる台部とを備え
た携帯型照明装置であって、前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下
方向に調整する調整機構を備えていることを特徴とする。
【０００８】
　本考案の他の１つの考案（第２の考案）は、少なくとも電池を収容する収容部を有する
筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡を有し、前記ケース部の先端部に設けた照明
部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設けられ、前記照明部の投光面を横方向に向け
た姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させる台部とを備えた携帯型照明装置であって、
前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整機構を備
え、前記調整機構は、前記台部の後端面に固定して設けたガイド部と、このガイド部にガ
イドされて上下方向に摺動自在に設けた可動脚板部と、この脚板部を任意の位置で解除自
在に前記ガイド部に固定する固定手段とを備えていることを特徴とする。
【０００９】
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　本考案のさらに他の１つの考案は（第３の考案）は、少なくとも電池を収容する収容部
を有する筒状ケース部と、少なくとも光源及び反射鏡を有し、前記ケース部の先端部に設
けた照明部とを備えた照明装置本体と、前記本体に設けられ、前記照明部の投光面を横方
向に向けた姿勢で前記本体を所望の設置面に設置させる台部とを備えた携帯型照明装置で
あって、前記台部は、前記投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整
機構を備え、前記調整機構は、両側縁を平行に形成したガイド板を有し、この板の一方の
面を前記台部の後端面に当接して前記台部に固定して設けたガイド部と、前記板の下端部
側における略中央部に位置させて、前記板の外側方向へ向けて略直角に突設した所望長さ
のネジ棒と、両側縁に前記板の両側縁と摺動自在に係合する案内用の係合片を形成した摺
動板に、前記ネジ棒と対応する部位に位置させると共に前記板の側縁と平行方向に向けて
形成したネジ棒挿入用の長孔を備え、前記ネジ棒に前記孔を挿入すると共に前記両係合片
を前記ガイド板の両側縁に係合して設けた可動脚板部と、前記ネジ棒に螺合して設け、締
め付けることにより前記脚板部を前記ガイド部に固定するナット部材とを備えていること
を特徴とする。
【００１０】
　第３の考案の携帯型照明装置において、前記ナット部材は蝶ナットを採用することがで
きる（第４の考案）。
【００１１】
　本考案の携帯型照明装置において、前記光源はＨＩＤランプで構成することができる（
第５の考案）。また、本考案の携帯型照明装置において、前記照明装置本体に取っ手を備
える構成を採用することができる（第６の考案）。
【考案の効果】
【００１２】
　本考案によれば次のような効果を奏する。（１）照明部の投光面を横方向に向けた姿勢
で照明装置本体を所望の設置面に設置して光を照射できるので、目的物の発見作業が容易
になる。（２）照明部の投光面から照射される光の投射方向を上下方向に調整する調整機
構を備えているので、光の照射対象面に対する照射角度（入射角）を任意に調整すること
ができる。したがって、前記入射角を所望の角度に調整して光を照射することにより微物
や足跡その他の目的物を見落としなく容易に発見することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本考案の携帯型照明装置の最良の実施の形態の一例を説明する。
【００１４】
　図１は本考案の一実施形態の携帯型照明装置を示す図であって、同図（ａ）は前記照明
装置の全体構成を概略的に示す側面図、同図（ｂ）は同じく正面図、同図（ｃ）は同じく
背面図、図２は前記照明装置の後端部側の部分を拡大し、その構成を概略的に示す図であ
って、同図（ａ）は可動脚板部を上限側に摺動して固定した状態を示す説明図、同図（ｂ
）は前記脚板部を下方側へ摺動して固定した状態を示す説明図、図３は調整機構を分解し
、その構成を概略的に示す説明図、図４（ａ），（ｂ）は前記調整機構により光の投射方
向を調整した状態を対比して示す説明図である。
【００１５】
　上記図１～図４において、本実施形態の携帯型照明装置は、筒状ケース部２及び照明部
３を備えた照明装置本体１と、台部４と、調整機構５とを備えている。
【００１６】
　前記ケース部２は、充電式電池その他の電池２１等を収容する収容部２０を有し、収容
部２０に電池２１を取り出し可能に収容してある。ケース部２の後端には蓋部材２２が着
脱自在に螺合して設けてある。前記ケース部２には制御基板やスイッチ２３が収納されて
いる。
【００１７】
　前記照明部３は、ケース部２の先端部に設けてある。照明部３は、光源３０と、反射鏡
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３１と、この反射鏡３１の前面に設けたレンズ３２と、このレンズ３２の前方部に設けた
保護用透明板３３とを備えている。前記透明板３３の前面側の面が照明部３の投光面３４
となる。
【００１８】
　前記装置本体１は、適当部にスイッチ２３をＯＮ・ＯＦＦ（開閉）操作するスイッチボ
タン２４を備えている。また、前記本体１は、ケース部２の図１（ａ）において上部側に
取っ手２５を備えている。
【００１９】
　本実施形態の携帯型照明装置は、前記光源３０としてメタルハライドランプ（ＨＩＤラ
ンプ）を採用している。ＨＩＤランプ（ＨＩＤ放電管）の点灯方式としては交流波出力方
式及び直流出力方式のいずれを採用できる。なお、交流波出力方式を採用する場合には、
ケース部２内の適当部にインバータ（図示せず）を設け、電池２１からの直流電流を交流
に変換してＨＩＤ放電管に供給するように構成する。
【００２０】
　前記台部４は、照明部３の投光面３４を横方向に向けた姿勢で前記本体１を道路や床そ
の他の所望の設置面６（図４参照）に安定して設置させるものである。台部４は前記本体
１のケース部２の図１（ａ）において下部側に任意の手段で固着して設けてある。この場
合、台部４はケース部２と一体形成してもよい。
【００２１】
　台部４は、前記本体１を前記設置面６に安定して設置できるように構成する。また、台
部４は、これを水平な面（設置面）に設置したとき、投光面３４から照射される光１０（
図４参照）の光軸１１の方向が水平ないし略水平の方向になるように設定して構成される
。
【００２２】
　本実施形態の台部４は、適当な巾、長さ及び高さを有する略長方形状の箱形に形成され
ている。これにより、前記本体１を水平な設置面に設置すると、前記光軸１１の方向が水
平ないし略水平の方向に向くようになっている。
【００２３】
　前記調整機構５は、投光面３４から前方へ照射される光１０の投射方向を上下方向に調
整するものである。即ち、上述したように、本体１を水平な設置面に設置したとき、光軸
１１の方向は水平ないし略水平方向に向いている。この光軸１１の方向、即ち、光１０の
投射方向を上下方向に変えるように調整するものである。
【００２４】
　本実施形態の調整機構５は、台部４の後端面４０に固定して設けたガイド部５０と、こ
のガイド部５０にガイドされて上下方向に摺動自在に設けた可動脚板部５１と、この脚板
部５１を任意の位置で解除自在に固定する固定手段５２とを備えている。
【００２５】
　前記ガイド部５０は、図３に詳細に示すように、両端にネジ挿入孔５３ａ，５３ｂを設
けた適当な巾及び長さの長方形状の取付板５３と、この板５３の中央部における縁部から
垂直に延設され、両側縁５４ａ，５４ｂを平行に形成した四角形状のガイド板５４とを備
えている。ガイド部５０は、ガイド板５４の取付板５３側の面を台部４の後端面４０に当
接した状態で、取付板５３を台部４の底面４１にネジ５３ｃ（図２参照）で固定して設け
てある。
【００２６】
　前記可動脚板部は、図３に最も詳細に示すように、前記ガイド板５４と対応する大きさ
の四角形状に形成され、両側縁にガイド板５４の両側縁５４ａ，５４ｂと夫々摺動自在に
係合する案内用の係合片５５ａ，５５ｂを設けた摺動板５５と、後述するネジ棒と対応す
る部位に位置させると共に板５５の側縁と平行方向に向けて板５５に形成したネジ棒挿入
用の長孔５６とを備えている。
【００２７】
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　前記固定手段５２は、ガイド板５４の下端部側における略中央部に位置させて、板５４
の外側方向へ向けて略直角に突設した所望の長さのネジ棒５７と、ネジ棒５７と螺合する
ナット部材５８と、ワッシャー５９とを備えている。本実施形態のナット部材５８は蝶ナ
ットで構成されている。
【００２８】
　可動脚板部５１は、ネジ棒５７に前記孔５６を挿入すると共に両係合片５５ａ，５５ｂ
をガイド板５４の両側縁５４ａ，５４ｂに係合して設けてある。また、ナット部材５８は
ワッシャー５９を介在してネジ棒５７に螺合してある。これにより、可動脚板部５１はガ
イド板５４の両側縁をガイドとして、前記孔５６の範囲内で上下方向に摺動自在になって
いる。そして、ナット部材５８を締め付けることにより、脚板部５１をガイド部５０のガ
イド板５４に解除自在に固定するように構成してある。
【００２９】
　実施形態の携帯型照明装置は上記のように構成したもので、次に使用方法の一例及び作
用効果等について説明する。
【００３０】
　例えば、鑑識や交通事故処理等を行なう場合、調整機構５の可動脚板部５１を上限の位
置（前記孔５６の下縁がネジ棒５１と当接する位置）まで摺動し、ナット部材５８を締め
付けて脚板部５１をガイド部５０のガイド板５４に固定する。そしてスイッチ２３をＯＮ
にする。
　上記状態で、図４（ａ）に示すように、前記本体１を現場の道路や床面等の設置面６（
この設置面６は水平ないし略水平面）に設置すると、投光面３４から照射される光１０の
光軸１１は水平ないし略水平面の方向を向くので、光１０は照射対象の表面６ａに対し、
小さな入射角で照射される。
【００３１】
　次いで、ナット部材５８を緩めて脚板部５１を下方側へ摺動した後、ナット部材５８を
締め付けて脚板部５１をガイド板５４に固定する。この状態で前記本体１を前記設置面６
に設置すると、図４（ｂ）に示すように、投光面３４から照射される光１０の光軸１１は
斜め下方に向いた状態になるので、光１０は照射対象の表面６ａに対し、図４（ａ）の場
合と比べて大きな入射角で照射される。したがって、図４（ａ）の場合と比べて投光面３
４に近い位置から前記表面６ａに照射される。
【００３２】
　上記したように、脚板部５１のガイド板５４に対する固定位置を上下に調整することに
より、前記光軸１１の方向、即ち、投光面３４から照射される光１０全体の投射方向を上
下に調整することができる。したがって、現場の状況や目的対象物の種類等に応じて前記
入射角を所望の角度に調整して光１０を照射することにより、微物や足跡、その他の目的
物を見落としなく容易に発見することができる。
【００３３】
　なお、本実施形態では、鑑識や交通事故処理等に使用する場合について説明したが、本
考案の携帯型照明装置は、捜査現場や災害現場等にも同様に使用することができる。
【００３４】
　なお、上記した実施形態は一例として開示したもので、本考案は上記の実施形態に限定
されるものではなく、実用新案登録請求の範囲に記載の技術思想を越脱しない範囲内にお
いて任意に変更可能なものである。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本考案の一実施形態の携帯型照明装置を示す図であって、同図（ａ）は前記照明
装置の全体構成を概略的に示す側面図、同図（ｂ）は同じく正面図、同図（ｃ）は同じく
背面図である。
【図２】前記照明装置の後端部側の部分を拡大し、その構成を概略的に示す図であって、
同図（ａ）は可動脚板部を上限側に摺動して固定した状態を示す説明図、同図（ｂ）は前
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記脚板部を下方側へ摺動して固定した状態を示す説明図である。
【図３】前記照明装置に設けた調整機構を分解し、その構成を概略的に示す説明図である
。
【図４】図４（ａ）及び同（ｂ）は前記脚板部を上限側に摺動固定した状態と前記脚板部
を下方側へ摺動固定した状態における光の照射方向を対比して示す説明図である。
【符号の説明】
【００３６】
１　　　照明装置本体
２　　　筒状ケース部
３　　　照明部
４　　　台部
５　　　調整機構
６　　　設置面
１１　　照射される光
２１　　電池
３０　　光源
３４　　投光面

【図１】 【図２】
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